
実施日：平成30年10月13日（土）～14日（日）

今回の目標は「海や川のために。」
班も新しくなり、レクリエーションで心を
ほぐしながら初日をスタートしました。
３回目とあって、始めからたくさんの
笑顔が見られました。

海や川の周辺を探索します。翌日の
釣川クリーンアップ作戦の前に、海や
川の現状に気づき、知るためにこの活
動を行いました。流れてきたゴミなど、
指定したものをポイント制にして拾い
ました。ゲーム形式で楽しみながら班
ごとに協力して活動しました。

今回のエコクッキングでは、これまで
学んだことを活かし、旬の食材を余す
ことなく使用しました。エコ豚汁と炊き
込みご飯を作る中で、自分の役割だ
けでなく他の人や他の班を手伝う姿が
とても印象的でした。

２日目の昼食では、瓦そば作りを体験しま
した。家に帰っても作ってみたいという声も
出てくるほど美味しくできました。また自ら
仕事を見つけ進んで行動する子どもたちの
姿に大きな成長を感じました。



学んだことを一部ご紹介
Ｑ．なぜ、ビニール袋やプラスチックなどの
ゴミを捨てたらいけないのか。
⇒海にいる生き物が餌と間違えてしまうから。
例えば、ウミガメは白いビニール袋が大好物
のクラゲに見えて食べてしまいます。
プラスチックに関しては、１㎜から５㎜ほど
の大きさだと魚が誤って食べてしまいます。
人間は自分たちで捨てたプラスチックを魚を
通して間接的に食べていることになります。

タイミングタイムでは写真や図を参考に
ゴミを捨てることが、生き物だけでなく魚を
食べる自分たちにも影響するということを
学びました。翌日のゴミ拾いで自分たちに
何ができるか、何を目標に頑張るかを仲間
と真剣に話し合いました。

２日目早朝より、つり川の河口付近にて釣川クリーンアップ作戦を行いました。
前日に学んだことや決めた目標をもとに全員でゴミを拾いました。ひとりひとり
が進んで活動し、大きな緑色のごみ袋がいっぱいになるまで拾いました。
参加者からは、「心もきれいになったみたい」などの声も聞かれ、海や川のた
めに清掃活動をする子どもたちの真剣な顔つきは、最後まで途切れることなく
非常に素晴らしい活動になりました。


